
一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和元年 第３回定例会） 

質 問 順 位 ３   ３番 議 員    松 石 健 児     

質問事項１ 小中学校の教育行政について 

質問の要旨 

 戦後最大規模と言われる教育改革では、保護者世代が経験のない新た

な教育が始まる。改革の柱になるのは「学校教育」、「大学入試」、「英語

教育」の３つで、新たな学習指導要領が令和２年度からの小学校に続き、

中学校、高校と順次適用される。小学校は、既に本年度から移行期間と

なっている。また、同じく令和２年度（令和３年１月）から、従来の「大

学入試センター試験」が廃止され、「大学入学共通テスト」がスタート

する。前述を踏まえ、基山町の教育行政に関する基本方針を問う。 

 併せて、全国学力・学習状況調査（以下、全国学力テスト）の結果と

教育委員会としての見解、対策を求む。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 全国学力テストについて 

  ア 過去３年間の全国平均との比較を示せ 

  イ 学習状況調査を含めた結果に対する傾向、見解、

対策を示せ 

 

(２) 新学習指導要領に関して 

  ア 主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニ 

    ング）に関して、どのように取り組んでいくのか 

  イ 英語教育に関して、町としてどのような工夫を取 

    り入れていくのか 

  ウ 道徳教育に関して、どのように取り組んでいくの 

    か 

  エ グローバル化や人工知能（ＡＩ）の活用による技 

    術革新が進む中、生徒、児童に対して、どのよう 

    な夢を伝えていくべきだと考えているか   
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一般質問の質問者順番と質問事項 

 

（令和元年 第３回定例会） 

質 問 順 位 ３   ３番 議 員    松 石 健 児     

質問事項２ 引きこもりや生活困窮者の孤立防止策について 

質問の要旨 

 今年３月、内閣府が満40歳から満64歳の中高年を対象にした引きこも

り調査をした結果、61万3,000人に上ることが分かった。これは15歳か

ら39歳の若年世帯の引きこもり推計54万1,000人を７万2,000人も上回

る結果となっている。団塊の世代が後期高齢者に達することによる介

護・医療費などの社会保障費の急増が懸念される2025年問題と併せて、

生活保護などの更なる社会保障費を圧迫しかねない。これら引きこもり

や生活困窮など、複雑な問題を抱える家族が地域から孤立するのを防ご

うと、これまでの福祉の在り方を見直して、新たな制度の枠組みを創設

する方針を国の検討会が打ち出した。 

 前述を踏まえ、今後の町の取り組みを問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 町内の中高年の引きこもり対象者を把握している

か。または、把握することができるか 

 

(２) 引きこもり案件に関して、相談事例はあるか。 

  あれば、その事例と対処方法はどのようなものか 

  

(３) 生活困窮者自立支援法などを含め、引きこもり対策

に町として今後どのように取り組んでいくのか 
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